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要旨 

  平成 24 年 11 月～平成 26 年 2 月にかけて、中学 1 年生を対象に茨城県バスケットボールスクール（以下、スクール

とする）という全く新しいタイプのプロジェクトを実施した１）。平成 25 年度は中心的な役割を果たした指導者 4 名

（いずれも高校教員）に対してインタビュー調査を実施した２）。その結果、それまでのコーチングを反省的にとらえ、

スクールでの指導体験によって指導方針に変化が生じ、指導観に変化の兆しがみられた。本研究では、インタビュー

調査で明らかにされた内容を量的に確認するために、平成 24・25 年度のスクールに携わった 130 名のうち役員、トレ

ーナー、住所がわからない人を除いた 112 名に対してアンケート調査を実施した（郵送法、回収率 60.7%）。 

 バスケットボールのコーチングで指導者は、状況判断能力の育成が重要であると感じているものの、その能力を育

成する自信があるとはいえない者が多かった。さらに、過去に県ベスト 4 以上にチームを導いたことのある指導者と

そうでない指導者、指導者自身がプレイヤーとして過去に県ベスト 4 以上のチームに所属していたことのある指導者

とそうでない指導者では、状況判断能力を育成する自信に差があることが明らかとなった。スクールのねらいが子ど

もたちの状況判断能力の育成であることは理解されていたが、スクール期間中にその成果が達成できたとは考えられ

ていないことが明らかになった。しかし、手合わせゲームなどの新しい教材が状況判断能力の育成に効果的であると

し、自分が指導するチームで取り入れたいと考えられていた。先のインタビュー調査２）で語られた「味方との連携に

関する具体的な貢献の仕方」についての項目とスクールのカリキュラムの効果に関する項目を合わせて、その構造に

ついて分析を行ったところ、３つの因子が抽出された。これら 3 つの因子（味方との連携内容への気づき、状況判断

能力の育成、手合わせゲームの効果の認知）は、相互に強く関連していると考えられる。このことは、スクールの前

後の変化についての質問で、「味方との連携内容を意識させる指導が大切である」「わかりやすくて丁寧な言葉遣い

になった」が肯定されていることや自由記述形式の内容からも裏づけられた。 

 

キーワード 

 手合わせゲーム、ボールを持たないときの動き、運動部活動 

 

 

１．問題及び目的 

  中学や高校における運動部活動は、新学習指導要領総

則で「学校教育の一環として、教育課程との関連が図ら

れるよう留意すること」と明記された３）。しかし、2012

年 12 月に顧問教員の体罰を背景として高校生が自ら命

を絶つとの痛ましい事案が発生し４）、顧問教員の責任は

増している。1990 年以降中学校教員はその負担の大きさ

にもかかわらず運動部顧問を引き受け、やりがいを感じ

て来た５）が、ここに来て顧問のなり手を見つけるのに苦

労するという問題が起こっている。生徒の自主的、自発

的な活動として一定の成果を上げてきたが、少子化の影

響や運動する子どもと運動しない子どもの二極化の影響

で部員が集まらず廃部に至るケースもある。それ故、運

動部活動に熱心な指導者６）とそうでない指導者の格差は

広がっている。学校によっては、その経営戦略から特定

の運動部活動の強化を図り、他の種目が十分に活動でき

なくなるなどの影響もでている。 

 伝統的に日本のスポーツは、学校教育を中心に発展し

てきたという歴史的経緯を持つ７）８）。しかし、2020 年

の東京オリンピック開催が決定し、メディアによってに

わかにスポーツ競技が活気づいているように見えても、

メダル獲得が期待されている競技は、幼少年期からスポ

ーツクラブなどで一貫指導が実現している、水泳であり、

体操競技であり、柔道などであり、いずれも学校の運動

部活動を中心とした競技ではない。サッカーの場合は、

ここ20年ほどのうちにJリーグを中心にした一貫指導体
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制を確立して成果を上げてきている。 

 こうした複雑な状況の中、世界的に見るとその競技人

口が4億5000万人とトップレベルにあるバスケットボー

ルは、日本においても人気の高いスポーツである。しか

し、その人気の割に指導者が育たず、未だにベンチから

子どもたちに罵声を浴びせている指導者も見受けられる

９）。本来、中学や高校の運動部活動の目的は、競技力の

向上ではない。子どもたちの人間的な成長を促進するこ

とであり、主体的な活動によって豊かな経験を積むこと

が重要である１０）。その点、バスケットボールはルール

上指導者がチームベンチエリアから試合中でも直接プレ

イヤーに指示を出してもよいことが認められており、指

導者の役割が非常に大きい１１）。それゆえに、子どもた

ちの主体性を損なうような指導に陥りやすい。状況判断の

善し悪しが勝敗を決することにつながることから、経験の

深い指導者が戦術を駆使してゲームをコントロールして

しまい、育成年代に応じたプレイヤーの能力開発が進まな

い。それには、状況判断能力を育成するための方法論を指

導者が十分に理解していないことも影響している。 

 アルベルトの著書を翻訳した村松は監訳者による解説

で１２）、「スペインにおける『戦術』とは、『戦術的規

律に基づいて各選手がそれぞれイニシアチブをとり、常

に変化する状況に適応しながら、自ら判断し能動的にゲ

ームに参加する』という意味…（中略）…つまりは『自

分で見て、考えて、動け』ということです。…（中略）

…自分の意見を持ち、それを周囲に伝え、相手の意見を

聞いてコミュニケーションをとり、状況を自分で判断し、

決断して実行していく。それは日本の子どもたち、いや

私を含めた日本人全体がもともと苦手とするところなの

かもしれません」と述べている。日本のバスケットボー

ルでは、「いわゆるボール扱いが上手い選手」「監督のい

うことをよく聞く真面目で素直な選手」を育てるばかりで、

「イニシアチブをもって、自主的に流動的な状況を判断し

て決断していくマインドやメンタリティーを身に付けて

いる子ども」を育てるにはほど遠い状況にある。 

 21 世紀型スキルが求めている「協調的問題解決」は「①

グループ内の他の人の考え方を理解できる力、②メンバ

ーの１人として、建設的な方法でメンバーの知識・経験・

技能を豊かにすることに貢献するように参加できる力、

③貢献の必要性やどのように貢献すればよいかを認識で

きる力、④問題解決のために問題の構造や解決の手続き

を見出す力、⑤協調的なグループのメンバーとして、新

しい知識や理解を積み上げ、つくり出す力」の大きな 5

つの要素からなるものとして概念化されている１３）。こ

うした力は、学校全体で培うものであり、課外活動であ

ってもその目的は変わらない。 

 現状としてトップリーグが分裂している日本のバスケ

ットボール界では、サッカーのようにクラブを中心とし

た育成システムを構築することは困難である。また、総

合型地域スポーツクラブへの移行も教員文化の影響があ

り、困難である１４）。したがってバスケットボールの場

合、しばらくは学校の運動部活動を中心に展開されるで

あろう。制度的な一貫指導体制の樹立が困難である以上、

ミニバスケットボールの指導者から中学校や高校の指導

者、さらには大学・クラブ・実業団・トップリーグの指

導者が共通にそれぞれの年代に必要な指導内容と方法を

理解し、連携を図りながらさまざまな問題を多角的に解

決するための施策を模索する必要がある。繰り返すが中

学校や高校の運動部活動は競技力向上が目的とはされて

いない。しかし、高度に発展したバスケットボールを子

どもたちが楽しむためには、発育発達段階に応じた適切

な指導が必要であり、その指導方法を学ぶことは、子ど

もたちの主体性や自主性を育むことに繋がるのである。

だからこそ、中学校や高校の運動部活動を支援するシス

テムを地方の公的立場に近い一競技団体が実施すること

には重要な意味がある。茨城県バスケットボールスクー

ルは、全国に先駆けて発足した新しいプロジェクトであ

り 1)、そこで指導者がどのように変化していくのかを明

らかにすることは、今後の日本の学校と地域社会の架橋

に大きな影響を与えるであろう。 

 本研究の目的は、平成 25 年度に実施したスクールで中

心的な役割を果たした高校教員 4 名へのインタビュー調

査で明らかにされた「スクールでの指導経験がコーチン

グに与える影響」について、量的に検証し、指導者育成

プログラムの課題を明らかにすることである。特に、状

況判断能力の育成に焦点をあてた指導方法について詳細

に検討し、今後の指導者の育成の糧としたい。 

 

２．スクールの概要 

 スクールは、平成 31 年の茨城国体に向けた茨城県バス

ケットボール協会の育成事業の一つで、中学 1 年生の希

望者を対象に 1 回 2 時間、隔週 8 回、筆者が中心となっ

て考案したカリキュラムに沿って展開される短期プログ

ラムである１）。平成 24・25 年度とも 11 月～翌年 2 月に

かけて月曜日の夜を中心に実施した。平成 24 年度は茨城

県内 7 会場で 263 名、平成 25 年度は 12 会場で 295 名の

参加者を得た。公益財団法人日本バスケットボール協会

公認コーチの資格を有する指導者を中心に 2 年間で指導

や運営に携わったメンバーは 130 名であった。スクール

の目的、目標、指導方針、カリキュラム内容、実施計画

など細部にわたって事前研修会を実施し、統一カリキュ

ラムで指導できるようにした。中学１年生にとっては普

段の中学校での運動部活動とは一味違った視点でバスケ

ットボールに取り組むことができるが、それ以上に指導

者の資質向上が本事業の目的であり、本研究はその成果

を検証し、課題を探索することでもある。指導者には１

－ 114 －



教科開発学論集 第３号（2015年） 

10－3 

時間 26 分の指導内容を収録したビデオ映像を、参加者に

は46分の映像を補助資料としてDVDに収録して事前に配

布している。 

 スクールの重要なねらいの１つである状況判断能力の

育成のために「手合わせゲーム」を導入した。手合わせ

ゲームとは、ハーフコートでオフェンスとディフェンス

が３人ずつ向かい合って行う課題ゲームである。主なル

ールは、次のとおりである１５）。①ボールを持っている

時を除いて、オフェンスとディフェンスは互いに両手を

軽く合わせていなければならない。②ドリブルは禁止な

ので、オフェンスが保持しているボールを直接ディフェ

ンスが奪ってはいけないが、パスはインターセプトして

もよい。③ボールを持たない２人のオフェンスはパスを

もらうために手を離してもよいが、２人が同時に手を離

してはいけない。これらのルールによって、ボールを持

たないオフェンスプレイヤーはボールを持っている人や

もう一人の味方の動きに合わせて状況を判断して行動し

なければならない。また、ドリブルを制限しているため、

バスケットボール経験者が一人でプレイしてしまうこと

を防ぐことができ、ディフェンスも自分のマークマンと

手を合わせていなければならないので、バスケットボー

ル経験者や長身者が一人でゴール下を守ってしまうこと

を防ぐ狙いがある。さらにバスケットボールをあまり経

験したことのない人でもマンツーマンディフェンスの原

則を自然に学ぶことができる教材である（図１）。 

３．研究の方法と調査対象者の属性 

 質問紙調査を行った。調査期間は、平成 26 年 8 月で、

調査対象者はスクールに携わった 130 名のメンバーから

役員、トレーナーを除いた 119 名に対して返信用封筒を

同封したアンケート用紙（無記名式）を郵送した。うち

7通が住所不明で返送され、期間中回収された回答は 69 

通であった。1 通は全項目無記入であったため、有効回

答数は 68 となった。回収率は 60.7%である。 

 質問項目のうち指導者の属性については、年齢、性別、

職業、公認スポーツ指導者資格の種類、指導種目、指導

対象、役職、指導時間、報酬の有無、指導歴、指導実績、

競技歴、競技実績、研修会・スクール参加頻度を尋ねた。 

 先のインタビュー調査で抽出された「指導対象者への

気づき」「指導内容への新たな発見」「指導方法の工夫」

「指導方針の変化」の下位項目を確認するための質問を

コーチングに対する考え方(10 項目)、コーチングの際に

重視していることがらの程度(35 項目)、それらを指導す

る自信の程度(35 項目)、普段指導している選手に対する

考え(12 項目)、スクールの事前研修会の理解度(7 項目)、

スクール参加者についての考え(23 項目)、スクールのカ

リキュラム内容とその成果(24 項目)、スクールの体験に

よるコーチングへの影響(19 項目）について 7 件法で回

答を求めた。これらの項目を作成するにあたり、松尾ら

(1994)によるボランティア・スポーツ指導者のドロップ

アウトに関する調査１６）、中澤ら(1989)のスポーツ指導

者の指導信条に関する調査１７）、桑原ら（1999)の少年ス

ポーツ指導者の指導行動に関する調査１８）を参考にした。

さらに、スクールの問題点や課題について、体育授業を

担当している教員については、体育授業への影響につい

て自由記述を求めた。指導者の属性と 7 件法の回答につ

いては、統計解析ソフト SPSS for Windows 11J に入力し

分析し、自由記述については KJ 法を用いて分析した。回

答者 68 名の属性は表 1～5のとおりである。 

 

表 2．指導対象（年齢別） 

 

 

表 1．回答者の年齢，性別，職業，資格の度数分布 

図１．手合わせゲーム 

（日本バスケットボール協会 2014，p.136）

－ 115 －



教科開発学論集 第３号（2015年） 

10－4 

表 3．指導歴・競技歴（年齢別） 

 

 

表 4．指導チームの最高成績と指導者の競技成績レベル 

 

 

表 5．スクールへの参加頻度（年度別） 

 

４．結果と考察 

（１）コーチングについて 

①重要度と指導する自信の程度の違いについて 

 日頃、バスケットボールのコーチングにあたりどのよ

うなことがらをどの程度重要視しているのか（以下、重

要度とする）、またそれらを指導する自信がどの程度あ

るのか（以下、自信度とする）について、それぞれ 35

項目質問した。このうち対応関係が成立している 17 項目

について平均値を比較したところ、全ての項目で「重要

である」が「自信がある」を上回っていた。さらに重要

度と自信度をそれぞれ平均値の高いものから順に並べ、

両者の対応関係を実線と点線で結んだ（表 6）。 

 すると重要度の高い「一生懸命に取り組む（組ませる）

こと、自主的に取り組む（組ませる）こと、ルールやマ

ナーを守（らせ）ること、スポーツを楽しむ（ようにす

る）こと、ケガをしないようにすること」の上位５項目

の全てが、自信度ではランクが低くなっていた。これら

の項目については、指導者は重要だと思っているが、そ

のことを指導する自信があるとはいえないということを

示していると考えられる。研修会やスクールではこうし

た項目について取り上げ、指導力を高める施策を講じる

必要がある。 

 バスケットボールの技能に関わる項目では「状況判断

力を高めること（重要度 7 位）、選手の戦術的な理解力

を高めること（重要度 14 位）」はいずれも自信度のラン

クが低くなっている。これに対して「個人技能を高める

こと」は、重要度のランク 12 位より自信度のランクが 1

位と高くなっていた。パス、ドリブル、シュートといっ

た個人技能を指導する自信はあるけれども、状況判断力

を高めたり戦術的な理解力を高める指導については、自

信があるとはいえないということを示していると考えら

れる。どちらもスクールのねらいであり、これらの指導

力を高める施策が求められている。 

  「状況判断力を高めること」に関連した質問（表 7）

の「プレイのタイミングを合わせられる選手を育てるこ

と（4.69）」については、多少自信があるが、「相手チ

ームとのかけ引きができる選手を育てること（4.44）、

次のメニューを予想して行動できる選手を育てること

(4.31）」については、自信があるともないともどちらと

もいえない状況である。 

表6．重要度と自信度のランク 
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表 7．状況判断能力を高める自信 

 
 

②指導者の属性（2 群）による差の検討 

  指導者の指導歴が長い者（10 年 9ヶ月以上）と短い者

（10年 6ヶ月以下）で重要度(35項目)と自信度(35項目)

についてそれぞれ平均の差の検定を行ったところ、表 8

のように 2 項目（重要度 1項目、自信度 1 項目）につい

て有意差が認められた。「スポーツを楽しむこと」が重

要であると両者とも思っているが、指導歴が短い者の方

が長い者よりもそのことを重視している。また、「適切

なスキルの見本をみせること」について、短い者はやや

自信があるけれども長い者は自信があるともないともい

えない。加齢により動けなくなってきていることに加え、

バスケットボールの場合は次々とルールが変更され、特

にドリブルやスクリーンプレイなどについては、昔認め

られなかったプレイが現在では認められるようになるな

どの変化も影響しているものと思われる。 

  指導したチームの成績が県ベスト 4 以上の者と県ベス

ト 8 以下の者で平均の差の検定を行ったところ表 9 のよ

うに 9 項目（重要度 2 項目、自信度 7 項目）について有

意差が認められた。「選手と親しくなること」について

県ベスト 8 以下の者がやや重要であるとしているのに対

し、県ベスト 4 以上の者は重要であるとも重要でないと

もいえないとしている。これに対し「指導者として人間

的に成長すること」については、両者ともかなり重要で

あるとしているものの、県ベスト 4 以上の者が県ベスト

8 以下の者よりも重要であると思っている。県ベスト 4

以上の成績を納めたことのある指導者は、選手と親しく

なるのではなく、自ら成長していく姿を選手に示すこと

で信頼関係を築こうとしているものと思われる。 

 「個人技能を高めること、状況判断能力を高めること、

一生懸命に取り組めるようにすること、なにごとにも自

主的に取り組むようにすること、試合で適切な判断をす

ること、プレイのタイミングを合わせられる選手を育て

ること、周囲の人に感謝の気持ちを持たせること」の 7

項目については、県ベスト 4 以上の成績を納めたことの

ある指導者の方が県ベスト 8 以下の者よりも自信を持っ

ていると推察される。 

  指導者の競技歴が長い者（15 年以上）と短い者（14

年 6 ヶ月以下）で平均の差の検定を行ったところ表 10

のように 5 項目（いずれも自信度）について有意差が認

められた。バスケットボール競技はめまぐるしくルール

が変更されることから、15 年以上競技を続けてきた人は

技術や戦術の変遷に精通し、自身もバスケットボールを

楽しみつつ、その過程でさまざまなタイプの指導者に出

会ってきたと考えられる。そのため、スキルや戦術の修

正点を見抜いて指導することに優れ、選手が自主的に練

習計画を立てさせるためのわかりやすくて丁寧な指導に

よってバスケットボールの楽しさを子どもたちに伝えよ

うとしているものと考えられる。

 

  表 8．指導歴の違いによる重要度・自信度の検討 

 

  表 9．指導実績の違いによる重要度・自信度の検討 

 

  表 10．競技歴の違いによる重要度・自信度の検討 
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  表 11．競技成績の違いによる重要度・自信度の検討 

 

  表 12．コーチ資格の有無による重要度・自信度の検討 

 

 

  指導者の競技成績が県ベスト4以上と県ベスト8以下で

平均の差の検定を行ったところ表11のように3項目（いず

れも自信度）について有意差が認められた。指導者自身の

競技成績が県ベスト4以上は、「選手の個人技能を高める

こと」、「状況判断能力を高めること」、「戦術的な理解

力を高めること」について自信がややあり、競技成績が県

ベスト8以下は自信があるともないともどちらともいえな

い。スクールの主なねらいである状況判断力の育成を図る

ためには、まず競技成績が比較的高い指導者を中心にその

育成方法の普及を図り、徐々に多くの指導者に広げるのが

効果的であると考えられる。 

 バスケットボールの資格を持っている者と持っていない

者について平均の差の検定を行ったところ表12のように6

項目（重要度3項目、自信度3項目）について有意差が認

められた。「選手の体幹を鍛えること」については、資格

を持っていない者の方が自信を持っていた。これは、資格

を持っていない指導者が陸上競技などを経験してきたこと

が影響しているものと考えられる。資格取得のための講習

会のテキスト１１）では、最初に「指導者の役割」が扱われ、

選手を尊敬する態度でコーチングすることが強調されてい

る。また、さまざまな知識を得るばかりでなく指導者自身

で練習計画を立案するなどの作業も義務づけられているこ

とから、資格を持っている指導者がそれらに自信を持って

いるものと考えられる。 

 

（２）スクールについて 

①事前研修会の配布資料について 

 事前研修会で配布された資料の理解度やDVDの視聴につ

いて尋ねたところ表13のようになった。また、指導者の属

性で2群に分けてその平均の差を検定したところ、指導し

たチームの成績が県ベスト4以上の者と県ベスト8以下の

者で3項目(5,6,7)（表 14）、指導者の競技歴が15年以上

の者と 14 年 6 ヶ月以下の者で 2 項目(4,6）（表 15）、指

導者の競技成績が県ベスト4の者と県ベスト8以下の者で

6項目(1,2,3,4,5,6)（表 16）について、有意差が認められ

た。指導歴の長短、資格の有無では有意差は認められなか

った。これらのことから事前研修会で配布された資料を読

み解く力は、指導者のバスケットボール競技に対する経験

の深さと関係があると推察され、高山の指摘１９）を裏付け

るものである。中学校ではバスケットボールをプレイヤー

として経験したことがない教員が顧問となるケースがある

ことを考えると、研修会や配布資料はさらにわかりやすい

内容にする必要がある。 

②スクールの参加者について 

 普段指導している対象者と比較してスクールの参加者に

対してどう思ったかについて質問したところ（表17）、参

加者の様子について「参加者の技能レベルに大きな格差が

あった(5.9)、楽しそうだった(5.7)、可能性がある(5.3)、

意欲があった(5.3)、自主的に取り組んでいた(4.5)、コミ

ュニケーション能力が高かった(3.8)、マナーが悪かった

(3.7)」となった。 

表 13．事前研修資料の理解度 

 

表 14．指導実績の違いによる資料理解度の検討 

 

表 15．競技歴の違いによる資料理解度の検討 

 

表 16．競技成績の違いによる資料理解度の検討 
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表17．スクールの参加者について 

 
表 18．スクール参加者の学習成果について 

 

 スクールでのコーチングの成果について（表 18）は、

「ボール操作がうまくなった(5.3)、タイミングを合わせ

ることがうまくなった(4.5)、視野が広がった(4.5)、ボ

ールを持たない時の動きを理解するようになった(4.4)、

状況判断能力が高まった(4.4)、相手の動きを読むように

なった(4.2)、柔軟性が向上した(3.9)」となった。 

 これらのことから、技能レベルに大きな格差がある中

学１年生に対して、スクールのねらいである「ボールを

持たないときの動き」や「状況判断能力」を育成するこ

との難しさに直面し、結果として個人技能の中でもその

成果が目につきやすい「ボール操作の向上」のみが、コ

ーチングの成果として認められたと考えられる。このこ

とは、スクールの運営面について先の調査２）で指摘され

ていた「スクールの回数と時間が少ない割に、集まって

くるこどもたちの技能レベルに格差があり、しかも、指

導する内容が多いので、時間を増やすか内容を減らすか

した方がよい」という提言を裏づける結果となった。 

 指導歴の長短、指導したチームの成績の高低、指導者

の競技歴の長短、指導者の競技成績の高低、資格の有無

で平均の差の検定を行ったが、いずれも特徴的な有意差

は見られなかった。 

③スクールの練習内容とその効果について 

 スクールの練習内容とその効果(14 項目）について普段

の練習内容と比べてどうであったかについて質問したと

ころ（表 19）、「工夫されていた(5.4）、ゲームの条件

の付け方がよかった(5.4)、味方とタイミングを合わせる

のに手合わせゲームが効果的である(5.3)、味方と連携す

るのに手合わせゲームが効果的である(5.3)、ケガをしな

い動きづくりが示されていた(5.3)、相手との駆け引きを

学ばせるのに手合わせゲームが効果的である(5.2)、段階

的・系統的であった(5.2)、ボールをもたない時の動きを

理解するようになった(4.8)、視野が広がった(4.8)、タ

イミングを合わせることがうまくなった(4.8)、相手の動

きを読むようになった(4.6)、難しかった(3.9)」となっ

た。指導者は、ゲームの条件の付け方や、手合わせゲー

ムが効果的であると肯定しているが、それらを実際にか

み砕いてスクールのねらいを達成させるほどにスクール

の対象者に対してコーチングができなかったと考えてい

る。 

 手合わせゲームなど新しく提案した教材を普段の練習

で取り入れたいかを尋ねたところ（表 20）、「スタビラ

イゼーションを取り入れたい(5.9)、ルーズボールゲーム

２０）を取り入れたい(5.3)、手合わせゲームを取り入れた

い(5.1)」となった。指導者はこれらの教材をスクールで

は十分に指導することができなかったけれども、自分の

チームで試したいと思っていると考えられる。 

 指導者の指導歴の長短、指導したチーム成績の高低、

指導者の競技歴の長短、指導者の競技成績の高低、資格

の有無で平均の差の検定を行ったが、いずれも特徴的な

有意差は見られなかった。 

④スクールの練習内容とその効果の構造 

 スクールの練習内容とその効果に対する質問14項目に

インタビュー調査で抽出された味方とのつながりについ

ての質問（6項目）を加えて、因子分析を行った。抽出法

は最尤法を用い、因子数は固有値 1 以上を基準として抽

出、斜交回転（プロマックス回転）を用いた。因子負荷

量が0.45未満の項目を除き再度同様の抽出法と回転を行

った。因子負荷量が 0.45 未満の項目がなくなるまで、こ

の手続きを繰り返した。その結果、表 21に示す 3因子が

抽出された。第1因子を「味方との連携内容への気づき」、

第 2 因子を状況判断能力の育成」、第 3 因子を「手合わ

せゲームの効果の認知」と解釈した。 

 表 21 の因子負荷行列を見ると、第 1因子はいずれの項

目も第 2 因子と第 3 因子の両方に対して高い因子負荷量

を示しており、これら三つの因子は相互に強く関連して

いると考えられる。 

 

表 19．スクールの練習内容について 

 

表 20．新しい教材の採用について 
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表21.手合わせゲームの効果に関する項目の因子負荷行列 

 

 今後、研修会などで、手合わせゲームを導入する際に味

方と連携するための具体的な貢献の仕方に気づくことがで

きるような発問を心がけたコーチングを強調することによ

って、状況判断能力の育成をより効果的に実現することが

できるものと思われる。 

 

（３）コーチングの変化について 

 スクール指導を体験（見学）する前と後で、コーチン

グに対する変化があったかどうかについて、インタビュ

ー調査で浮き彫りにされた項目を中心に質問したところ、

表 22のようになった。平均 5.0 以上が 19項目中 13項目

となり、その中でも状況判断能力の育成に関与する「味

方の位置やマークマンを意識させる指導が大切である

(5.4)、ヘルプディフェンスの位置を意識させる指導が大

切である(5.4)、わかりやすくて丁寧な言葉遣いになった

(5.2)、選手が自分で気がつくような発問ができるように

なった(5.2)」が上位 6項目の中に入った。さらに、「選

手の熟達化が必要である(5.2)、選手の成長過程にふさわ

しい指導が大切である(5.2)」と先のインタビュー調査２）

で明らかにされた重要項目が上位を占めていることから、

質的調査で得られた結果が量的にも裏づけられたと考え

ることができる。 

 指導者の属性で 2 群に分けてその平均の差を検定した

ところ、指導歴 10 年 9 ヶ月以上の者と 10 年 6 ヶ月以下

の者で 3 項目（表 23）、指導したチームの成績が県ベス

ト 4 以上と県ベスト 8 以下で 2 項目（表 24）、指導者の

競技歴 15 年以上と 14 年 6 ヶ月以下で 2 項目（表 25）有

意差が認められた。指導歴が短い者は長い者に比べ「情

熱や熱意、ルールやマナー、一生懸命がんばること」が

大切であると変化した。同様に指導者の競技歴が短い者

の方が長い者より「ルールやマナー、一生懸命がんばる

こと」が大切であると変化した。特筆すべきは、指導し

たチームの成績が県ベスト 4 以上の者の方が県ベスト 8

以下の者よりも「相手とのかけ引きを感じさせる指導が

大切であると考えるようになり(5.5)」、「選手が自分で

気がつくような発問ができるようになった(5.3)」として

いる点である。先のインタビュー調査２）の対象者と同様、

競技志向が高く、チームの成績で成果をあげたことのあ

る指導者は、スクールの指導体験によって指導者主体の

指導からプレイヤー主体の指導へ転換する兆しがみられ

たことを裏づけるものである。 

 

（４）体育授業への影響について 

 体育授業への影響については、15名から 27項目の回答

を得た。これらをまとめると次のようになった。 

①授業内容について(11) 

・授業の導入部分で楽しませる内容を盛り込んだ(2) 

・スクールでの指導内容を授業で活用した(9) 

例）ルーズボールゲーム、オーバーハンドレイアップ、

体幹トレーニング 

 

表 22．スクール指導体験前後の変化 
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 表 23．指導歴の違いによる変化の検討 

 

 表 24．指導実績の違いによる変化の検討 

 

 表 25．競技歴の違いによる変化の検討 

 

 

②指導方法について(13) 

・褒める指導に変化した(4) 

・対象者に応じた言葉のかけ方や伝え方を意識した(5) 

・対象者に応じた段階的指導を意識した(4) 

③授業の成果について(2) 

・多角的にプレイを観察できるようになった(1) 

・生徒が味方と連携してスペースを活かすプレイができ

るようになった(1) 

④変化なし(1) 

・指導の仕方が普段と同じなので変わっていない 

 １名を除いて回答のあった 14 名は体育授業において

スクールの内容を取り入れ、対象者に応じた声かけを意

識するようになっていた。さらに「生徒が味方と連携し

てスペースを活かすプレイができるようになった」との

回答を得たことは、今後、本スクールを体験した体育教

員が、味方との連携に関する具体的な貢献の仕方に気が

つくような発問を行う可能性を示しており、体育授業に

おいても状況判断能力の育成に繋がるものと考えられる。 

 

５．結論と今後の課題 

 8 回という限られた時間の中で、技能レベルに格差の

ある中学１年生に対して、状況判断能力を育成すること

ができたと考えている指導者はいない。状況判断能力の

育成は、その重要性が認められているものの、それを指

導する自信があるとはいえない項目であった。しかし、

参加した指導者の多くが状況判断能力を育成するための

具体的な手がかりを得たと感じており、今後、普段自分

が指導しているチームで試したいと考えている。手合わ

せゲームを通じてボールをもたない時の連携の具体的な

貢献の仕方に気づかせるような発問によって、子どもた

ちが主体的に状況判断能力を高めることができると指導

者が気づき始めている。特に県ベスト 4 以上の指導実績

をあげたことのある指導者が、選手が自分で気がつくよ

うな発問ができるようになったと回答している点は、指

導者主体の戦術を展開することよりも、プレイヤーの状

況判断能力を中心とした熟達化が勝利への近道であると

認識しつつあることを示している。また、子どもたちの

意識を変えるためには、成長過程に合わせた、わかりや

すくて丁寧な言葉遣いが重要であることに気づき、体育

授業にも影響している。森田らは、手合わせゲーム、ル

ーズボールゲーム、ボールつなぎゲームを取り入れた学

校体育授業におけるバスケットボールの単元計画を提案

している２１）が、このうち本研究ではルーズボールゲー

ムについて、体育授業への導入例が見られた。 

 サッカーでは、ボールをもたない時の動きの具体的な

動き方や体の使い方が示されている２２）が、バスケット

ボールでは、プレイパターンやフォーメーションとして

紹介されることが多い。勝利と育成を両立させているス

ペインのように、子どもたちが主体的に仲間と関わりな

がら次々と変化する状況を見て、考えて、行動する力を

伸ばすことができる指導者が求められている。 

 『学習する学校』でも紹介されているように２３）、バ

スケットボールはチームをオープンなシステムとして取

り扱うことで、指導者とプレイヤーばかりでなくプレイ

ヤー同士の好循環を作り出すことができるとされている

（図 2）。学校の運動部活動でバスケットボールは体育

館という閉じられた空間の中で活動することが多い。も

ちろん他の種目と平行して活動することもあるが、グラ

ウンドのように一般の人や父兄が気軽に練習を見学する

ようなオープンな雰囲気はない。今回のスクールの成果

はもしかすると普段のクローズされた空間ではなく、複

数の指導者が一緒になってオープンな場でコーチングを

－ 121 －



教科開発学論集 第３号（2015年） 

10－10 

することから生まれているのかも知れない。 

 学校の運動部活動でバスケットボールを通じて子ども

たちの協調的問題解決能力を育成するためには、まずは

指導者同士が協調してコーチングの問題を解決すること

から始めなければならない。そして、従来の戦術のとら

え方から脱皮し、子どもたちが主体的に状況判断能力を

高められるようなコーチングを指導者が理解し共有する

ことが必要である。 

 今後は、これまでの調査で明らかになったスクール参

加者の技能レベルの格差を是正することなどの運営上の

問題点の解決を図りつつ、スクールを通じて多くの指導

者と協調しながら問題解決を図りたい。 

 

図２．フィードバックループ(ピーター，2014,p.766) 
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Abstract 
    From November 2012 to February 2014, we implemented “Ibaraki Basketball School” (hereinafter 
referred to as IBS), an entirely new type of project for seventh grade students. In 2013, we conducted 
investigative interviews with four high school coaches who played pivotal roles in IBS. The interviews 
revealed that their experience at IBS made them review their past coaching methods and reconsider their 
coaching philosophies (Kato and Shimbo 2014). 
    In this study, we conducted a questionnaire survey of 112 individuals who participated in IBS for two 
years (mailing method, the response rate was 60.7%), in order to confirm quantitative value of the above 
mentioned study.  
    The survey shows there are many coaches who think developing situational judgment ability is 
important but are not confident enough in developing such ability. It has also become clear that there is a 
marginal difference in their level of confidence to develop situational judgment ability between coaches 
who led their teams to the top four in the prefecture and who have not, as well as between coaches who 
themselves played for the prefectural top four teams and who did not. It also shows that coaches did not 
think they developed players’ situational judgment ability at IBS even though they knew that was the aim 
of the school. On the other hand, they think new drills, such as “put-hand-together” game, are effective for 
developing situational judgment ability and they want to introduce these drills to their team practices. By 
analyzing the structure of items which are related to “how to contribute to cooperative play with 
teammates” and effects of the curriculum of IBS, three factors were extracted. It is suggested that asking 
questions which are related to cooperative play with teammates during “put-hand-together” game leads to 
developing situational judgment ability. This is also ensured by some of the comments to questionnaires 
regarding changes before and after IBS; e.g. “Guidance to improve the awareness of the cooperative play 
with teammates is important” and “Started to use simple and polite words more” and some other free-form 
comments made.  
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